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｢ 問 題 解 決 的 な 学 習｣ に お け る｢ 問 題｣ と そ の｢ 解 決｣ に つ い て の 検 討
An Examination of 'Problem' and its 'Solution' in the 'Course of Probr em-Solving'
１。はじめに
｢新しい学力観｣ では，｢自ら学ぶ目標を定め，何を
どのように学ぶかという主体的な学習の仕方を身につ
けさせる尹 ことがめざされている。 そしてそ の具体
化のために，｢子供自らが意欲をもって問題を見つけ，
主体的に解決してゆくことを重視した，問題解決的な
学習を基本とした指導計画を作成すること｣(2'が提起
されている。
本稿における課題は，次の二点である。
① 「新しい学力観」に基づく厂問題解決的な学習」
における 厂問題」とその「解決」についての捉え
方を検討し，その問題点を指摘する。
②　ジョン・デューイの 匚問題」及びその「解決」
についての捉え方に基づいて，「問題解決的な学
習」における「問題」の成立の条件と「解決」へ
向けての追究のさせ方について考察する。
２。「新しい学力観」に基づく「問題解決的な学習」に
おける「問題」とその「解決」
匚新しい学力観」に基づく 厂問題解決的な学習」 と
して，例えば，次のような展開で進められる授業実践
を多 く見る。（3）
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子どもたちの活動という観点から見れば，次のよう
な手順で展開されている。
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①　提示された教材についての疑問を出す。
②　出された疑問を類似したものに分類し，いくつ
かの学習問題を設定する。
③　子どもたちをそれぞれの調べたい学習問題にも
とづいてグループ分けする。
④　グループで調査や体験などの活動を行う。
⑤　調べてわかったことについてのまとめ活動をグ
ｌ　 ル ー プ で 行 う。
| ⑥　 グ ル ープ に よ る 発 表 会 を 行 う
し …__ …_____ …___ …_______
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グループ活動による「お調べ発表学習」として特徴
づけられる。子どもたちは「なぜ～？」「どのように
～？」など，事実についての知識を求める問いを「学
習問題」として設定し，グループごとに事実を調べ，
まとめて，発表するという活動を行っている。
つまり次のような特徴を持つのである。
① 「なぜ～？」「どのように～？」など，事実につ
いての知識を求める問いが「問題」と見なされ，
そしてそのような問いに対応する知識を調べて習
得することが，「解決」とされている。
② 「学習問題」の設定⇒調べ活動⇒まとめる作業
⇒発表会というパターンで展開される学習過程を
たどることが重視されている。
このような学習活動では，何か問題点 となるのか。
端的に言えば，次の点である。
先に示したような「‾問題解決的な学習」では，たん
に事実についての知識を調べてまとめて発表する学習
活動がなされているだけである。事実の持つ意味につ
いて自分の考えを構成したり，また検討し合うために
話し合ったりする活動は位置付けられていない。
このため次のような状態にとどまっている
。
①　子どもどうしの考えの対立から
，もう一度繰り
返し調べ直しの活動がなされるなど
，子どもの必
然性に基づいての活動が生じない
。
②　活動がグループに任されているために，個々の
子どもの問いが
，その子なりの独自の追究をどの
ように生み出していったのかが見えにくい
。
したがって
，子どもに厂考える力を育てる」という
観点から
，厂問題解決的な学習」における「問題」と
厂解決」のあり方について検討する必要がある。
３
。従来の「問題解決的な学習」についての理解
「問題解決的な学習」とは，一般的に次のような過程で展開される学習活動として見なされてきた。
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①　児童が問題に直面すること
。
②　問題を明確にすること。
③　問題解決の手順の計画を立てること
。
④　その計画に基づいて
，問題解決に必要な資料と
なる知識を集めること。⑤　知識を交換し合い
，問題の解決の見通し，すな
わち仮説を立てること。⑥　仮説を検討し確実な解決方法を見出すこと。
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これは昭和25年に刊行された『小学校社会科指導法』
に示された
，「問題解決過程の典型的な段階」である。
ジョン・デューイが『思考の方法』で示している，問
題解決における「反省的思考の５つの側面あるいは局
面
」（4）に基づいて設定されたもである。
しかしデュ
イーが述べているのは，問題解決をした
思考の働きを
，解決の後から整理して検討した場合に
浮かび上がってくる思考の機能の性質としての匚側面
あるいは局面
」であり，思考の過程かたどる匚段階」
ではない
。『小学校社会科指導法』も，①から⑥を
「‾固定的なものとして理解してはいけない
」と述べて
いるが
，一般的には問題解決におる思考かたどる
「段階
」として理解されてきた。
ここから「問題解決的な学習
」について，厂問題の
設定
」 厂解決」への「段階」をたどらせる学習活
動であるとの見方が生まれたのである
。つまり次のよ
うに見なされるようになったのである。
子どもたちに厂学習問題」を設定させ，その問い
に対応する知識を匚解決」として見出させる過程をたどらせる学習活動である。
ることと
，ある知識を見出させて「解決」をつけさせ
ることが重視されるようになったのである。
４
。「問題」及びその「解決」についての検討
ある知識を見出して「問題」に「解決」をつけるこ
とが「問題解決的な学習」ならば，「問題」とはある
知識を見出すこ･とを導く「問い」となる。つまり「な
ぜ～？」「どのように～？」など，事実についての知
識を調べる活動を導く問いが
，「学習問題」となる。
しかし「問題」とはそのようなものではない。
デューイは，「思考の方法」において「問題解決」の事例として，次のエピソードを紹介している謬
厂‾‾‾‾‾‾‾‾｜
ある人が散歩中
，
越そうかと思うが，
‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾⊃
行く手を小川に遮られる。跳叫
跳び越えるには川幅が広すぎる。｜
上流下流を見回すが
，跳び越えられそうな場所はな
い
。もう少し周りを見ると，一本の丸太が目にはい
る。それを橋として架けることで小川を渡ることを
|思いつき，実行して成功する。し___________……_____________ ｜＿＿＿＿＿＿」
このエピソ
ドーにおいて「‾問題」とは，「向う側に
行きたいが
，跳び越えるには川幅が広すぎて向う側に
行けない
」ということである。このように匚問題」と
は
，匚それまでのやり方ではできない」と眼前の事態
が認知されることで成立する
。つまり，これまでの類
似した場面における川幅の事実についての「跳び越せ
ば向う側に行ける
」という意味と，今回場面におけ
る川幅の事実についての「跳び越して向う側に行けな
い」という意味との間での対立により成立する。つまり匚問題」について次のように言える。
そしてこのようなパターンを学習活動の過程がたど
－８－
匚問題」とは
，事実についての意味の対立を認知
することによって成立する。
したがってこの厂問題」についての匚解決」された
状態とは
，「跳び越すことができない川幅の小川の向
う側に行けるようになる」ことである。つまりその川
幅の事実について
，厂向う側にゆける」という意味が
得られるようになることである
。（6）
ここから「解決」について次のように言える。
ある事実についての意味の解釈の仕方がそれまで
とは違ったように組み換えられ
，より多くの事実と
整合的に意味を解釈できるようになることＯ
川幅の「狭い
」「広い」という事実について，厂狭い
場合には跳び越えて向う側にゆける」厂それよりも広
い場合には丸太を橋として架けて向う側にゆける」と
いうように，共に「‾向う側にゆける」という整合的な
意味を得られるようになることである。
ただしここで重要な点は，匚丸太を橋として架ける」
は，解決方法の一つにすぎないという点であるＯつま
り 厂解決」において重要なことは，厂向う側にゆけな
い」という意味がなるべく得られないようになること
である。だから川幅を見て，例えば次のように考えら
れるようになることが必要なのである。
①　比較的水深が浅くて，近くに大きめの石が数個
ある場合には，飛び石とするとよい。
②　水深がやや深くて，さほど川幅が広くない場合
には，丸太を橋として架けるとよい。
③　比較的水深が浅くて，川幅がやや広い場合には，
川 の中央に石を置き，そこまで丸太を架け，さら
に石から向こう岸にもう一本丸太を架けるとよい。
④　丸太を選ぶ場合，自分が乗っても折れない程度
に丈夫で，しかも川まで運べる重さのものでなけ
ればならない。
⑤　丸太を安定されることを工夫する必要がある。
厂丸太を橋として架けて向う側に行くこと」 は， こ
の場面の「‾問題」の「解決」で はある。　しかし この
匚問題解決」の経験が，後 の類似しつつも少 しづつ状
況が異なる場面での 匚問題」の「解決」へと役立つた
めには，先に示したような知識や考える能力が習得さ
れなければならない。つまり，小川の状態や，材料を
得るという観点から周囲の状態について，詳しく見ら
れるようになること，そしてそれぞれの状態に応じて，
「向こう側にゆく」ための方法を考えられるようにな
ることが必要である。言い換えるとその後，「‾跳び越
して向う側に行けない」状況で，厂丸太を 橋として架
ける」ことだけを適用し続けるならば，解釈の仕方の
組み換えはごく狭い部分でしかなされてはいない。
先に示したような知識や考える能力が習得されるこ
とにより，ある事実についての意味の解釈の仕方を広
い部分において，それまでとは違ったように組み換え
ることができるようになる。それにより様々な状況の
場面において，それぞれに応じて適切な方法を適用で
きるようになるのである。
デューイは次のように述べているご）
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1　 教 育 と は ， 経 験 の 意 味 を 増 加 さ せ
， そ の 後 の 進
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溥 組 織 す る こ とで あ る 。　　　　　　　　　　　　 ｌ
し________________________________________ コ
ここで 匚経験の意味の増加」とは，匚従事する諸活
動の関連や連続をますます認知する」ようになること
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である。つまり「それまで無視されていたものと他の
ものとの一定の関連を認知できるように」 なって，
「結果を意図することができる」lllようになることであ
る。例えば，丸太や石の存在を「小川の向う側へゆく」
ことと，厂丸太の太さ」を「自分がそ の上を歩 く」 こ
とと関連（連続）させて認知し，そして「自分が乗っ
ても折れないか」 というよ うに，「結果を意図するこ
とができる」ようになることである。
また「その後の進路を方向づける能力が高まる」 と
は，「有益な結果をもたらし，望ましくない結果を回
避することができるように，前もって用意したり，準
備したりすることがで ぎる」‘9’ことである。 例えば丸
太を小川に架けたとき，揺れ具合を点検して，自分が
乗ったときに揺れそうならば，前もって丸太の両脇に
小石を添えて安定させ，それにより「渡っている最中
に丸太が揺れて小川に落ちる」という「望ましくない
結果を回避」できることである。
「問題」の「解決」を学習活動で経験して，事実 の
意味の解釈の仕方が組み換えられるとは，このように
「経験が再組織ないし改造」されることである。
以上のことから，厂問題」及びその「解決」 につい
て考える上で，次の点の重要性が明らかになった。
①　匚問題」とは，直面している状況における 厂事
実」（を述べられた情報）の持つ 厂意味」につい
て考える（解釈する）ことに基づいて成立する。
② 「解決」においては，状況の場面についての直
接的な解決策そのものだけではなく，むしろ解決
策を考案する過程で，様々な知識や考える能力を
習得することが重要なのである。
５。「問題解決的な学習」において「問題」か成立す
る条件
「問題」とは，事実についての意味 の対立を認知す
ることによって成立する。例えば次の発言には，意味
の対立としての「問題」の成立が見られる。“
I
｜
疫病が流行したから，それを鎮めるために大仏を
建てたというが，それなら病院を建てたり薬を配っ
たりするべきではないか。絶対におかしい。
一 一 一 一 -
この子は 匚疫病が流行した」という事実について，
F‾病院を建てたり薬を配ったりすることが必要な事態」
という意味に考えた（解釈した）と推測できる。だか
らその事実についての，厂鎮めるために大仏を建てた」
という意味での考えとの間に対立を認知したのである。
そして歴史的事実としての天皇のそのような考えに対
して
，「絶対におかい」と述べたである。
このようにして
，「‾病院を建てたり薬を配ったりす
べき事態なのに
，（効き目がないのに）鎮めるために
と言って大仏を建てている
。絶対におかしい。」とい
う「問題
」が成立するのである。
「問題解決的な学習
」における匚問題」とは，教材
に関する事実（についての情報）の意味を
，匚おかし
い」と否定的に考える（解釈する）ことで成立する。
あるいはまた
，友だちの意味についての考え方（解釈
の仕方）を
，匚おかしい」と考えることで成立する場
合もある
。例えば匚疫病が流行したなら，病院を建て
たり薬を配ったりするべきではないか
」とような考え
方に対して，次の反論が出される可能性がある。
当時は医療技術が進んでいなかったのだから
，
仏を建てて祈るしかなかったのだ。
大
これは上述の考え方について
，「おかしい」と考え
ての発言である
。また「疫病が流行したから，それを
鎮めるために大仏を建てた
」という歴史的事実（天皇
の考え方）をめぐっての
，「病院を建てたり薬を配っ
たりすることが必要なのにおかしい
」と考えられた
（解釈された）意味と
，厂医療技術が進んでいなかった
のだから
，大仏を建てて祈るしかなかったのだ」と考
えられた意味との対立と見なすこともできる
。
ただしここでさらに
，次のことに注目す必要かお
る
。すなわち匚疫病が流行したから，それを鎮めるた
めに大仏を建てた
」（歴史的事実としての天皇の考え
方）や
，「‾病院を建てたり薬を配ったりすべきなのに
絶対におかしい
」（友だちの考え方）など，きわめて
具体的で限定的な内容の情報を得ることによって
，
「問題
」が成立していることである。
つまり次のように言うことができる。
きわめて具体的で限定的な内容の事実に関する情
報や
，友だちの発言というきわめて限定的だが具体
性のある情報について
，「それはおかしい」と考え
ることによって，「問題」は成立する。
しかし教材に関する事実であれ
，友だちの発言であ
れ
，具体的で限定的な情報が得られるのは，ある程度
その単元における学習活動が進められてからである
。
子どもたちがそれぞれに
，その単元で取り上げられて
いる教材に興味をもち
，具体的な事実についての情報
を多少とも集めてから後においてである
。そのように
なってからでなければ，「問題」は成立しないのであ
る
。先の事例で言えば，散歩が開始されており，しか
も小川の向こう側まで散歩を継続したいという意欲が
なければ
，F‾問題」は成立しないのであるＯ
つまり単元の導入段階でいきなり匚問題」は成立し
ないのである。
次の点が「問題」の成立のための条件となるＯ
①　具体性のある情報を子どもたちがある程度得て
いること
，つまり得られるくらいにまで学習活動
が進められていること。
②　子どもたちが教材についての興味を持ち
，学習
活動を継続させる意欲を高めていること。
６
。「問題」を成立させる条件の促進
（1）二段構えでの「学習問題」の設定
「問題
」は調べた事実の意味について考えることに
よって成立するＯだから「問題
」が成立することに先
立って，事実についての情報を集める活動がなされな
ければならない。
この点で単元における初期の学習活動を導く「学習
問題
」は，「なぜ～？」「どのように～？」など，事実
についての調べ活動を進めさせるように設定されてい
てよいのである
。つまり，「なぜあのように大きな大
仏を造ったのか？
」「どのようにして大仏は造られた
のか？
」など，教材として取り上げられる対象に関す
る特徴的な事実に注目して
，それについての事実調べ
の活動を進めさせるような「学習問題」で追究が開始
されてよいのである
。
ただし次の点が重要である。
①　事実調べの活動を進めさせる厂学習問題」は，
「問題」の成立に導くためのものであり
，この点
で「仮 ものとして位置づけられること。
②　厂事実」について調べさせたら，必ずその事実
について「自分はどのように考えるか」と
，事実
の持つ意味について考えさせること。
このような過程で
，厂～だというが，それはおかし
いのではないか
」というような，事実についての否定
疑問が生じて「問題
」は成立する。また事実の持つ意
味について考えを発表し合う中で
，匚○○君は～だと
言うが
，それはおかしいのではないか」など，同一の
事実の持つ意味をめぐっての考えの対立が明白になることによって厂問題」は成立するＯ
このようにして匚問題」が成立することによって，その単元における「‾真」のて学習問題」が設定される
－10－
のである。そして「仮の」の 匚学習問題」が，匚問題」
を成立させることへと調べ活動を導くのに対して，
「真」の「学習問題」による調べ活動について， 次の
ようにいうことができる。
自分の考えを確かめるためにその証拠となる事実
を調べる，あるいはそのような事実調べを通じて自
分の考えを再構築してゆくことへと導く。
つまり自分の考えの確かめや再構築のためという，
必然性に導かれての事実調べを進めさせるのである。
ただし「問題」は，ある特定の事実をめぐる意味の
対立によって成立する。このため 匚問題」は，例えば
「‾大仏に祈るしかなかったのか」のように， ごく限定
的なことがらについての疑問のように見える。だから
そこからなされる追究に対しても，限定的なことがら
についてしか調べられないのではないかという，「は
いまわり」への不安がしばしば指摘される。
しかし追究させてゆくことにより，例えば次のよう
な発言が出されてゆく可能性がある。
「天皇は大きな大仏を建てて自分の力を示し， 貴族
-
の対立を止めさせようとしたというが，本当に力が
あるのなら大仏を建てなくても，‥‥｣
｢二年分の国家予算を使うのはやはり無駄だ。そう
ならば行基の土木作業に使えばみんなの役に立った
のに，なぜ行基はそう言わないで大仏造りに協力 し
たのだろう。」
厂仏教を広めたいのなら，小さな仏像を 全国各地に
置いた方が，みんなが拝むし効果がある。」
下線を付した知識は，自分の考えを証拠付ける事実
として使用されている。開口は狭く限定的なことがら
についての調べ活動に見えるものの，厂問題」を追究
してゆくことにより，さまざまな事実についての知識
が「自分の考えを確かめる（再構築する）」ためにと
いう観点から「使用」されてゆく。つまり多くの知識
が相互につながりを持って，また考える能力とともに
習得されるのである。
この点で「問題解決的な学習」における「問題」の
特質について，次のように考える必要がある。
① 「問題」の「解決」とはさらに多くの事実に基
づいて自分の考えを再構築することである。この
点で「正解」を出すことが「解決」ではない。。
②　追究が深まり，さらに多くの事実を知ってその
意味について考えることよって，「問題」それ自
体も変容してゆく。そして新たな追究の必要性が
生まれ，さらに多くの事実が明らかになる。
匚解決」とは結論としての「正解」を出すことでは
ない。追究の目的は，自分の考えを再構築する過程で，
事実についての様々な知識 の習得と，それらの知識を
使用して考える能力の形成にある。
そして多くの事実が明かになり，その意味について
考えられるにつれて，「‾問題」は例えば次 のように変
容してゆく可能性がある。
厂天皇は本当は力がなかったから，大仏に頼ろうと
したのではないか。」
匚行基はなぜ土木工事に予算を使ってほしいと言 わ
なかったのか。」
「大仏造りに予算を使うことにみんなは納得したの
か」
このような「問題」の変容に柔軟に対応してゆき，
「調べて考え，また調べる」という学習活動を繰り返
してゆくことにより，様々な知識が関連性を もって習
得され，考える能力 も形成されるのである。
（2） 自分のこだわりとつなげて考えさせる
学習活動への意欲は，その追究活動によって事実 の
持つ意味についての自分の考え方（解釈の仕方）が，
より深く豊に再構築されてゆくことを感じることで保
持される。特にその子どもが日常生活において強く意
識していること（「願い」）や，以前の学習活動で自分
なりに調べて考え抜いたことなど，その子がこだわり
をもっていることがらと，その単元での教材について
の情報や友だちの発言などをつなげて考えることがで
きた場合，意欲は強いものとなる。教師はそのように
つなげて考えさせることを支援する必要がある。
次の発言を例にして考える。゛
匚 ‾‾‾‾ ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾’
｜　
私 か 奈 良 時 代 の 農 民 だ っ た ら
，
防 人 を な く し て ほ
Ｉ し い と 思 い ま す 。 防 人 が な け れ ば
， お
父 さ ん が 九 州
い こ 行 っ て し ま わ な い で ， 家 族 み ん な で 仲 良 く 暮 ら せ
｜　　”　　 ‾ ‾ ’
| る か ら で す 。
匚____________
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この発言に教師が次のように問い返すとする。
「お父さんが九州へ行かされるのはイヤだと言う の
ね。（Ｃ　うん。） 家族みんなで仲良 く暮 らせるよう
でなければと言うのだね。（Ｃ　うん。）」
そして可能ならば，さらに次のように問う。
「どうしてそういうふうに考えたのか， そのへん の
気持ちを話してくれる？」
口 ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾7‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾コ
｜　 私 の お 父 さ ん は ， 今
，
会 社 の 命 令 で 単 身 赴 任 し て ｜
l いるのね。なんだか寂しいんだけど，奈良時代は旅｜
い
こ出かけるときには，生きて帰れるかわからなかっ
Ｉ
たでしょう。大仏造りの時にも行き倒れの人がいた｜
でしょう
。だからお父さんが防人に行ってしまった
子どもは寂しいだけではなくて，とても心配だった
と思います。｜
｜一一一一一一一一一一 ｜一一一一一一一一一一一一一一－
先の発言は
，「単身赴任がなければ，お父さんも一
緒に家族みんなで仲良く暮らせるのに」と，この子が
日常生活で強く意識しているこだわりと
，「防人」に
ついての情報とがつながって出されたものである
。こ
のようにして
，「家族を離れ離れにして，寂しく心配
な気持ちにさせることが許されるのか」という，この
子にとっての匚問題」が成立するのである。
またこの発言には
，「唐と新羅が攻めてくるかもし
れないよ
。そして日本が負けたらみんな奴隷にされて
しまうかもしれないんだよ
」という反論が出されるか
もしれない
。それにより「唐と新羅が攻めてこないよ
うに防人を置いた
」という事実の持つ意味をめぐって
の考えの対立が明白になり
，匚問題」が成立する。
教師が先の問い返しを行うことで
，この子は「防人」
と自分のこだわりとのつながりを明確に意識できたのであるＯまとめで次のような作文を書いたとする。
一 一 一 一 －
今は奈良時代より
，色々と便利になったけど，偉
い人の命令で
，国や会社のためだと言われて，お父
さんが家族と離れ離れにされてしまうのは，今も変わっていないと思う。1＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 一 一 一 一 一
このようにして「家族みんなで仲良く暮らせること
」
という
，この子が大切にしたい「願い」が明確にされ
る
。このように学習活動の内容と自分の「生きる」と
いうこととのつながりを見出すことにより
，以後の学
習活動において
，事実についての情報を得るための構
えが形成される
。つまり自分の「願い」にかかわる意
味を持つ事実を搜すようになってゆくのである
。
この子なりの匚願い
」を持たせることによって，例
えばその後
，江戸時代に大名は妻子を江戸に人質とし
て残すことを定められていた事実に出合って
，匚かえっ
て大名の不満が高まらないか
」との発言を述べたとす
るＯまた国語で「石うすの歌
」「川とノリオ」を読ん
で
，匚仲良く暮らしていた家族が，悲劇的に引き裂か
れることがあっていいのか」という観点から，登場人
物の心情について読み進めていったとする。
そのような後の学習活動を生み出したならば
，この
子は
，奈良時代農民についての学習活動において明
確にさせた自分の「願い
」を構えとして，以後の学習
活動において存在している
，ある特定の事実を選択的
に捉えていると言える。つまり匚家族みんなで仲良く
暮らしたい」という「願い」の実現を阻害するような
意味を持つ事実に敏感に反応していると言える
。
このように「願い
」など，その子のこだわりとっな
げて教材に関する事実の意味を考えさることにより
，
「問題」は成立しやすくなるのである。また「問題解決土の経験を通じて，その後の学習への構えが形成さ
れる。
７。おわりに
匚問題
」とは事実の持つ意味について考えることに
よって成立する
。そして匚解決」とは，より多くの事
実に基づく考え方（解釈の仕方）への再構築である
。
したがって厂問題解決的な学習」について
，次のよ
うに進めてゆくことが重要である。
①　事実の持つ意味について
，子どもたちにそれぞ
れのこだわりとつなげて考えさせること
。
②　そのようにして成立した匚問題」について，そ
れぞれの考えを確かめたり再構築したりするために繰り返し調べ活動を進めさせてゆくこと。
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